
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      田浦副町長  北川委員長 挨拶 

      １ 国の療養病床削減の施策の変更について、別紙の資料に基づいて、山川 

    ３   事務次長から説明した。（説明の主な趣旨） 

         ・ 療養病床から転換の規則の緩和と補助制度が、２３年度まで 

長になった      延長になった。 

・ 転換老健は、１８０日が撤廃され、看取り看護まで対応できる。 

・ 現在、町立病院の医療療養病床の稼動１床であり、このままで 

  １９年度で１千６百万円の減収になるため、老健への転換を早 

  急に実施したい。 

２ 病院の転換老健の現地検討 

   ・ ６人部屋を仕切り、２人＋２人部屋の変更プラン 

   ・ 特浴施設の増築と汚物イレを多目的トイレへの変更 

         ・ 食堂の壁の撤去と機能訓練室の併設など 

         各病室や風呂等で、転換老健に必要な施設の検討を実施した。 
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